
深瀬のでくまわし

深瀬でくまわし保存会



尾口のでくまわし

 東二口区文弥人形浄瑠璃保存会

 深瀬でくまわし保存会

保存団体

 昭和３５年 石川県指定

 昭和５２年 国指定

文化財指定



東二口

深 瀬

深瀬新町

「でくまわし」の伝承地



「深瀬のでくまわし」のはじまり

 文献はないが、約３５０年前はじめられた
と伝わる。

 深瀬にきた興業者が借金の代償として
人形をおいていき、技術を伝授。

 河岸市之助氏（慶応元年～昭和３３年）伝承より



ありしひの尾口村深瀬(昭和４９年）



でくまわし保存会館



深瀬の上演会



東二口の上演風景



「深瀬のでくまわし」の演目
（６演目）

 源氏烏帽子折

 門出八島

 大職冠

 大江山

 仮名手本忠臣蔵

 熊井太郎孝行之巻（本日上演）



大職冠



ヨイチベー



練習風景



新しい木偶



深瀬のでく



でくまわしの太夫



熊井太郎孝行之巻

初段

本日、上演の演目





あらすじ

 シーン1

ごう姫は千人切りの噂をきき、牛若と確信し、
乳母（あさじ）とともに五条大橋にやってきま
す。

そこで千人切りを退治しに来た弁慶出会い
ます。



あらすじ

 シーン2

千人切りの牛若が、登場し、みつどもえの立
ちまわりとなります。

やがて、ごう姫は牛若への思いから、また弁
慶も牛若に会うためにやってきたことがわか
ります。



あらすじ

 シーン3

弁慶は、牛若の家来となり、ごう姫も牛若と
夫婦となって、4人そろって、若宮八幡宮へ参
詣に向かいました。



登場人物

①牛若

②弁慶

③ごう姫

④乳母



牛若
源義経 源義朝８男

一般的に五条大橋の千人りは
弁慶であるが、「熊井太郎孝行
之巻」では、義経が千人切りを
行っている。

登場人物①



弁慶
比叡山の僧。ここでは７尺以上
（約２１０センチ）もある大男。

千人切りを退治しに五条大橋
にやってくる。

登場人物②



ごう姫
鎌田兵衛正清の妹。牛若に
ひとめ惚れし、恋い慕ってい
る。前半、男子に変装して鎧
兜姿で登場する。最終場面
で、女でくにかわる。

登場人物③



ごう姫
鎌田兵衛正清の妹。牛若に
ひとめ惚れし、恋い慕ってい
る。前半、男子に変装して鎧
兜姿で登場する。最終場面
で、女でくにかわる。

登場人物③



乳母
あさじ、ごう姫の乳母。ごう
姫とともに鎧兜姿に変装し
て、五条大橋にやってくる。

登場人物④



乳母
あさじ、ごう姫の乳母。ごう
姫とともに鎧兜姿に変装し
て、五条大橋にやってくる。

登場人物④



高幕のなかから



くずし字で書かれた浄瑠璃本



毛筆で書かれた浄瑠璃本（平成元年、２年に作成）







今回作成した浄瑠璃解説本





でくの廻し方

①男でく

②女でく

③道びき

④攻め

⑤おどり

⑥馬



節の種類

①でくの登場

②語り合いの場面

③泣きの場面

④戦いの場面


